
選定理由

　 本州、 四国、 九州に分布するが産地は局限さ れている。 県内では浜田

市周辺のみから 知ら れていたが、 衰亡が著し く 絶滅が危惧さ れている。

概　 　 要

　 翅長3 0 ー3 4 mm。 同属のク ロ ヒ カ ゲに似る が眼状紋の大き さ で識別

でき る。 年１ 回７ 月下旬に出現。 ク ヌ ギ、 コ ナラ などの雑木林を生息域

と し 、 昼間は林の中で静止し ているが、 曇っ た日や夕方に活発に活動す

る。 ク ヌ ギ、タ ブの樹液を好み、訪花は観察さ れていない。 多産地であっ

た長野県や山梨県なででも 開発で雑木林が荒れ、 減少し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内の生息が唯一確認さ れている浜田市三階山周辺の雑木林は、 高速

道路や県立大学などの大規模開発が進み、生息域が極端に減少し ている。

わずかに残さ れたク ヌ ギ林の保全が必要であり 、 こ のままク ヌ ギ林の伐

採が進めば本県から 姿を消す恐れがき わめて高い。

存続を脅かす原因

　 大規模な開発によるク ヌ ギを主と し た雑木林の消失。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

有田　 斉・ 前田善広（ 2 0 1 4 ） 珠玉の標本箱（ 8 ） . 8 4 pp . N RC出版．
石本信博・ 佐々木保（ 1 9 7 9 ） 浜田市で採集し たギン イ チモン ジセセリ と ク ロ ヒ カ ゲモド キ． すかし ば,（ 1 2 ）： 3 0 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 西限）

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ク ロヒ カ ゲモド キ
チョ ウ目ジャ ノ メ チョ ウ科

Leth e  m arg in a l is ( M o tsch u lsky, 1860）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 県内の分布が局限さ れる。 また過去に発見さ れた産地のほと んどが絶

滅状態である 。

概　 　 要

　 全長3 5 －4 1 mm。 全身淡褐色を し た地味な色調のイ ト ト ン ボ。 未熟

なホソ ミ オツネント ンボと よく 似るが、 閉じ た翅の縁紋が重なら ないこ

と で区別でき る。 初夏に羽化を し た個体はそのまま林縁などで生活し 、

越冬を 終えた翌春、 生殖活動を 行う 。 和名「 オツ ネン（ 越年）」 は、 成

虫で越冬する こ と に由来する。 ユーラ シア大陸の北寄り に広く 分布し 、

国内では北海道、 本州、 四国、 九州北部に分布するが、 西日本ではまれ

と なる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島を除き 沿岸部から 内陸部まで広く 分布するが産地は局限さ れ

る。 生息地はいずれも 日当たり のよい植生豊かなため池である。 なお県

内で越冬の様子は観察さ れていない。

存続を脅かす原因

　 池の水質悪化や産卵基質と なる抽水植物の除去。 成虫の生活場所と な

る林の消失。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, 2 2 ： 1 -1 1 6 .
大浜祥治（ 1 9 8 7 ） 島根県のト ン ボ1 0 種の新産地． すかし ば,2 8 :1 7 -1 8 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 北山拓

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オツネント ンボ
ト ンボ目アオイ ト ト ンボ科

Sym pecm a p a ed isca （ Brau er, 1877）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 小規模で清澄な緩流に生息し 、 県内の産地はおも に江の川・ 高津川水

系に数カ 所程度。

概　 　 要

　 全長3 7 －4 1 mm。 オスの中・ 後肢の一部は顕著な偏平形で白い米粒

のよう に見える。 メ スでは、 し ばし ば同所的に生息するモノ サシト ンボ

と 似ており 、 識別には注意が必要。 平野部から 低山地の、 水生植物の繁

茂する緩やかな清流が代表的な生息環境。中国北部に原名亜種が分布し 、

国内では関東以西に分布する。 特殊な生息環境のためか産地は全国的に

局限さ れ特に関東地方では近年急速に生息地が失われている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 今まで分布が江の川水系と 高津川水系に限ら れていたが、 神戸川中流

域から も 発見さ れた。 小規模な緩流のほか、 常にき れいな水の流入が認

めら れるため池や砂防ダムの堆砂池等、 止水的環境での生息も 確認さ れ

ている。

存続を脅かす原因

　 造成等開発によ る生息地の埋め立て。 湧水等の流入経路の分断。 成虫

の休息及び摂食場所と なる雑木林の伐採。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

福井修二（ 2 0 0 7 ） 飯南町でグン バイ ト ン ボが採集さ れる ． すかし ば,5 5 :5 0 .
三島秀夫（ 1 9 9 1 ） キイ ロサナエと グンバイ ト ン ボの記録． すかし ば,3 5 :5 .
大浜祥治（ 1 9 8 6 ） 匹見・ 益田周辺における ト ン ボの記録． すかし ば,2 6 :1 -4 .
戸田顕史・ 小西　 努（ 1 9 9 8 ） 邑智町における ト ンボ数種類の採集記録． すかし ば,4 6 :6 9 .
山本正志（ 2 0 0 6 ） 島根県瑞穂町久喜にてグン バイ ト ン ボを 採集． すかし ば,5 4 :5 0 -5 1 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

グンバイ ト ンボ
ト ンボ目モノ サシト ンボ科

Pla tycn em is fo l iacea  sa sak i i Asah in a, 1949

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 2 0 0 7 年に県内で初記録さ れたが、 産地は益田市周辺や県中部地域な

どの数カ 所に限定さ れる。

概　 　 要

　 全長3 5 －4 2 mm 。 オスは腹部を 中心に全身が鮮やかな朱色でメ スで

は幾分淡色と なる。 モート ンイ ト ト ンボ、 アジアイ ト ト ンボ、 アオモン

イ ト ト ンボのメ スも 未熟時には朱色であるが、 本種と 異なり 成熟に伴い

緑色ある いは褐色に変わる。 また最近県内で 確認さ れた近縁のリ ュ ウ

キュ ウベニイ ト ト ンボと は酷似するが、 オスの複眼が緑色ではなく 本種

では赤く なる こ と などで区別でき る。 平野部から 低山地にかけての、 植

生豊かな池沼が代表的な生息環境で、 5 月～1 0 月上旬ま で成虫が確認

さ れている。 国内では宮城県以南に分布するが産地はかなり 局地的であ

る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 分布は県中部・ 西部の数カ 所に限ら れていたが、 最近になっ て県東部

の雲南市で発見さ れた。 益田市周辺では７ カ 所の農業用ため池などで確

認さ れていたが、 多産し た初記録地の益田市飯田町のため池では改修に

より 既に生息が途絶えており 、 良好な生息地の保全が急務である。

存続を脅かす原因

　 土地造成など開発による生息する池沼の埋め立てや水質悪化など。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 2 2 ） ベニイ ト ト ン ボを 島根県雲南市で確認． すかし ば， 6 9 ： 6 8 .
北山　 拓・ 大浜祥治（ 2 0 1 9 ） リ ュ ウキュ ウベニイ ト ト ン ボを 島根県から 初記録． すかし ば， 6 6 ： 3 1 .
皆木宏明（ 2 0 0 8 ） 島根県中央部で確認さ れたベニイ ト ト ン ボ（ ト ン ボ目： イ ト ト ン ボ科）． 島根県立三瓶自然館研究報告,6 :3 3 -3 4 .
宮本詔子・ 宮本聡史（ 2 0 0 8 ） 益田市でベニイ ト ト ン ボを 採集する ． すかし ば, 5 6 :4 5 -4 7 .
宮本詔子・ 宮本聡史（ 2 0 1 0 ） 益田市における ベニイ ト ト ン ボの分布調査． すかし ば,5 8 :2 7 -2 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

べニイ ト ト ンボ
ト ンボ目イ ト ト ンボ科

Ceria g rio n  n ip p o n icu m  Asah in a , 1967

ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 分布は幾分限ら れるも のの、 かつては県内で産地が散見さ れたが、 近

年そのほと んどが消失。 全国的にも 西日本で減少傾向が著し く 、 絶滅し

たと さ れる県も 少なく ない。

概　 　 要

　 全長2 2 －3 2 mmの小型のイ ト ト ン ボ。 オスは腹端部の鮮やかな橙色

が目立ち、 また眼後紋が三日月状で、 一見し て他種と 区別でき る。 未熟

なメ スは全身鮮やかな橙色である が、成熟するにつれて黄緑色に変わり 、

腹部背面に黒条が現れる。 5 月中旬から 6 月下旬ごろ が最盛期。 交尾は

早朝に行われ、 メ スが植物組織内に単独で産卵する。 朝鮮半島から 沿海

州にかけて分布し 、 国内では北海道南端から 九州南端まで分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 平地から 低山地にかけての湿地や休耕田等に分布するが、 生息地が乾

燥化、 草原化する 例が多く 安定し た産地はごく わずか。 隠岐諸島では未

記録。

存続を脅かす原因

　 造成など開発による生息地の消失や湿地の乾燥化、 草原化。 水田への

農薬散布。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (2 2 ), 1 -1 1 6 .
皆木宏明・ 三島秀夫（ 2 0 1 6 ） 浜田市で確認さ れたモート ン イ ト ト ン ボ（ ト ン ボ目イ ト ト ン ボ科） について． 島根県立三瓶自然館研究報告,(1 4 ):7 1 -7 2 .
大浜祥治（ 2 0 1 5 ） 大田市・ 美郷町でモート ン イ ト ト ン ボを 確認． すかし ば,6 2 :3 6 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .
佐々木岳（ 2 0 2 2 ） 松江市八雲町でモート ン イ ト ト ン ボを 採集． すかし ば,6 9 :7 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

モート ンイ ト ト ンボ
ト ンボ目イ ト ト ンボ科

M orto n ag rio n  se len io n （ Ris, 1916）　

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 沿岸平野部の林縁に形成さ れた湿地的環境に生息するが、 分布が非常

に限ら れるう え、 既知産地の消失が顕著。

概　 　 要

　 全長7 5 －8 8 mmの大型ヤンマで、 黒みの強いずん胴な体形が特徴的。

幼虫は日本産ヤンマ科で唯一背棘を有し 、 識別が容易。 同属のアオヤン

マが、 ため池やク リ ーク など水深の比較的深い開放的な水域を好むのに

対し 、 本種は水田や湿地等水深がほと んどなく 、 一方を雑木林等に接す

るよう な半開放的環境を好む。 初夏に羽化し 未熟な個体は日中に林縁部

をゆっ たり と 摂食飛翔する。 成熟すると 黄昏活動性が強く なる。 産卵は

日中に、 湿地の湿土や朽木に行う 。 国内では本州、 四国、 九州に分布。

近年、 温暖化による分布域の北上が報告さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県全域に広く 分布するが、 生息地はいずれも 沿岸部で内陸部から の記

録はない。 隠岐諸島では4 島すべてに記録がある 。

存続を脅かす原因

　 造成、 残土処理などによる湿地や放棄田の埋め立て。 圃場整備による

水田の乾燥化。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, 2 2 , 1 -1 1 6 .
大浜祥治（ 1 9 9 1 ） 美保関町他でネアカ ヨ シヤン マを 採集． すかし ば,3 6 :4 .
大浜祥治（ 2 0 0 2 ） 隠岐諸島のト ン ボ相　 補遺． すかし ば,5 0 :1 -3 6 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .
高橋淳志（ 2 0 0 0 ） 多伎町でネアカ ヨ シヤン マ・ アオヤン マの多産地を 発見． すかし ば,4 8 :4 2 -4 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ネアカ ヨ シヤンマ
ト ンボ目ヤンマ科

Bra ch ytro n  a n iso p te ru m  ( Selys, 1883 )

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 県内における 過去の記録は、 隠岐諸島の数カ 所と 本土側の3 カ 所だけ

であり 、 隠岐の島町男池で2 0 1 5 年8 月2 8 日に採集さ れた1 オスを 最後

に本県での記録が途絶えている。 全国的にも 減少傾向が著し く 、 新たに

産地が発見さ れた場合は、 その保全が急務である。

概　 　 要

　 全長5 8 －6 6 mm。 全身金属光沢があり エゾ ト ン ボに酷似する が、 オ

スは尾部上付属器、 メ スは産卵弁が長く 突き 出るこ と で区別でき る。 未

熟な成虫は林間の開けた空間で摂食飛翔を行い、 成熟すると 水域に戻っ

て一定の区間ホバリ ングを交えて縄張り を張る。 産卵は岸近く の水面や

コ ケ、 礫の隙間に行う 。 夕方には谷筋などをヤンマと 混じ っ て黄昏摂食

飛翔も 行う 。 日本特産種。

県内での生息地域・ 生息環境

　 記録の少ない県東西部に比べ、 隠岐諸島では島前・ 島後と も に多く の

記録がある。 本種の好む環境は林縁に接し た緩やかな流れや湿地内を流

れる細流である。

存続を脅かす原因

　 幼虫の生息場所と なる 小規模な水路のコ ン ク リ ート 化や水域の乾燥

化。 成虫の休息場所と なる林の消失。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

福間一雅（ 1 9 9 6 ） ハネビロ エゾト ン ボ採集の報告． すかし ば,4 3 /4 4 :5 1 .
三島秀夫（ 1 9 8 6 ） ハネビロ エゾト ン ボを 大田市で採集． すかし ば,2 6 :1 5 .
長瀬　 翔（ 2 0 1 2 ） 島根半島部でハネビロ エゾト ンボを 採集． すかし ば,5 9 :2 9 .
大浜祥治（ 1 9 8 6 ） 匹見・ 益田周辺における ト ン ボの記録． すかし ば,2 6 :1 -4 .
大浜祥治（ 2 0 0 2 ） 隠岐諸島のト ン ボ相　 補遺． すかし ば,5 0 :1 -3 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 坂田國嗣

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ハネビロエゾト ンボ
ト ンボ目エゾト ンボ科

So m a to ch lo ra  clava ta  Ogu m a, 1913

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 周辺に樹林があり 河床が砂質系の河川中下流域に生息するため産地が

局地的である 。

概　 　 要

　 全長7 5 －8 3 mm。 同属のコ ヤマト ン ボに似る が、 成虫は腹部第３ 節

側面の黄条が上下で分断さ れるこ と 、 幼虫は下唇の形状や爪の長さ で区

別でき る。 未熟個体は河畔林などの開けた空間で摂食飛翔を行い、 成熟

すると 水域に戻っ てく る。 オスは早朝と 夕方を中心に河川の広範囲を往

復飛翔する。 産卵は薄暗く なるこ ろ から 始まり 、 流れの緩やかな砂地の

場所を不規則に飛翔し ながら 間欠的に打水を行う 。 国内では本州（ 北限

は岩手県）、 四国、 九州に分布する が、 産地は局地的で減少し ている 地

域も 少なく ない。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では神戸川を含む斐伊川水系の中下流に広く 分布し ているが、 静

間川や江の川・ 高津川両水系など、 県内全域に記録がある 。 隠岐諸島で

は未記録。

存続を脅かす原因

　 河川改修等によ る河床の変化。未熟期間を過ごす河川周辺の林の消失。

（ 執筆者： 樋野　 耕一）

●参考文献

樋野耕一（ 2 0 2 2 ） 安来市佐久保湿地でアオヤン マと キイ ロ ヤマト ン ボを 採集. すかし ば, (6 9 ): 6 9 .
小坂一章（ 2 0 0 9 ） 江の川中流域に居すキイ ロ ヤマト ン ボ． 山口のむし ,(8 ):7 9 -9 1 .
小坂一章（ 2 0 1 0 ） 中国太郎下流域に散居する キイ ロ ヤマト ン ボ． 山口のむし ,(9 ):1 1 7 -1 2 6 .
小坂一章（ 2 0 1 0 ） 石州高津川にキイ ロヤマト ン ボあり ． 山口のむし ,(9 ):1 2 7 -1 3 4 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(6 ):2 1 5 -2 9 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 北山拓

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

キイ ロヤマト ンボ
ト ンボ目ヤマト ンボ科

M acro m ia  d a im o ji  Oku m u ra, 1949　

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

昆
虫
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足
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選定理由

　 県内では隠岐（ 島後） を含む各地で局所的に生息が確認さ れているの

みであり 、 生息環境の悪化による 絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 体長1 7 －2 0 mm前後。 平野部の池や河川敷、 水田、 休耕田、 湿地な

どの浅い止水域に生息し ている。 成虫のオスが背中に卵を背負う 習性が

ある。 近縁種にオオコ オイ ムシがいるが、 島根県産の本種はより 小型で

体色が薄く 、前胸背板がより 狭まるなどの特徴により 、区別可能である。

し かし 、 正確な同定にはオス交尾器の検討が必要である。 国外ではシベ

リ ア、 朝鮮半島、 中国に分布し 、 国内では本州、 四国、 九州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では平野部を中心に生息し ているが、 まれに山間部にも 生息地が

ある 。 特に、 中海周辺に生息地が多い。 隠岐の島後では2 0 0 5 年に確認

さ れたのが最後で， その後の記録が2 0 年間に渡り 途絶えている。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 池沼の開発改修、 自然遷移。 ウシガエルなどの外

来種による捕食。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

川野敬介（ 2 0 0 5 ） 島根県東部の止水性水生昆虫の分布記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 8 ） :7 7 -9 7 ．
川野敬介・ 尾原和夫・ 大木克行・ 吉岡誠人・ 青木新吾・ 林　 成多・ 皆木宏明（ 2 0 1 1 ） 島根県産水生半翅類の分布域録． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 ): 1 -1 0 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

コ オイ ムシ
カ メ ムシ目コ オイ ムシ科

Ap p a su s ja p o n icu s Vu ille froy , 1864

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 細長い大型のサシガメ で、全国的に生息地が局限さ れ絶滅状態にある。

県内では1 9 7 0 年代以降記録が途絶えていたが、 近年新たな生息地が見

つかっ た。

概　 　 要

　 体長1 7 mm内外、淡褐色の地に濃淡の斑紋があり 、長毛でおおわれる。

脚、 触角は細長く 糸状で体長と 同じ かそれより も 長く 、 静止し ていると

ガガンボのよ う に見える。 里山環境で林縁部の古民家内外で発見さ れる

こ と が多い。 国内では本州・ 四国・ 九州、 国外では朝鮮半島・ 中国に分

布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 古く は三瓶山麓の島根大学農場の宿舎内で採集さ れていたが、 2 0 2 3

年1 2 月雲南市大東町の山間部で古民家の納屋から 本種の1 0 頭程度の個

体群が発見さ れた。こ の納屋内には多く のオオヒ メ グモが生息し ており 、

本種はこ れをおも な餌資源と し て利用し ていると 推察さ れている。

存続を脅かす原因

　 本種は家屋を含む里山環境に適応し た種であり 、 山里の崩壊と と も に

姿を消すと みら れる。 山里の放置や住居の無人化、住環境の近代化など。

周辺の二次林の竹林化。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

●参考文献

近木英哉（ 1 9 7 8 ）　 昆虫類．「 島根の生物」 :7 1 -7 9 ． 日本生物教育会松江大会実行委員会．
大松勇司・ 錦織龍生・ 國生竜之介・ 林　 成多（ 2 0 2 4 ） 島根県東部におけるゴミ アシナガサシガメ の記録.すかし ば,(7 1 ):2 8 -2 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 大松勇司

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ゴミ アシナガサシガメ
カ メ ムシ目サシガメ 科

M yio p h an es tip u l in a  Reu ter, 1881

情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 西中国山地が本州における本種分布の西限と なる。 こ の地域では標高

１ ,0 0 0 ｍ以上のブナ林に局限さ れ、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 体長は3 1 －3 7 mmでオスがやや大き く 、 翅端までは4 7 －5 6 mmであ

る。 エゾゼミ よ り 小型で、 前胸背後縁の黄褐色帯が外方の黒紋で切断さ

れる。 色彩や斑紋には変異が多い。 北海道・ 本州・ 四国、 国外ではサハ

リ ン・ 千島に分布する北方系のセミ であり 、 ７ ～８ 月にブナ林に出現す

る。 鳴き 声はエゾゼミ に似るがやや低く 、 細い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 東部山地の標高1 ,0 0 0 ｍ以上の地点４ カ 所で記録さ れている。 成虫は

昼間はブナの梢上部で鳴いている。 西部山地（ 旧・ 匹見町） において本

種と し て記録さ れているのは県境を越えた広島県や山口県側で生息が確

認さ れている同属のキュ ウシュ ウエゾゼミ の可能性がある 。

存続を脅かす原因

　 地球温暖化によ るブナ林の遷移。 ブナ林の伐採や道路建設などによる

分断、 乾燥化。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

●参考文献

近木英哉（ 1 9 7 8 ） 昆虫類．「 島根の生物」 :7 1 -7 9 ． 日本生物教育会松江大会実行委員会．
尾原和夫（ 2 0 0 3 ） 2 0 0 3 年大万木山域におけるエゾゼミ 類の記録． すかし ば， (5 1 ):2 9 .
税所康正（ 2 0 0 4 ） 大万木山のエゾゼミ 類.CICADA ,1 8 (1 ):9 -1 0 .
尾原和夫（ 2 0 1 2 ） 島根県のセミ 類,近年の生息情報. すかし ば， (5 9 ): 3 4 -3 5 .
林　 成多・ 野崎達也・ 片岡大輔・ 大對桂一（ 2 0 2 0 ） 大万木山における カ メ ムシ類調査（ 2 0 1 8 ・ 2 0 1 9 年).ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(2 4 ):4 3 -5 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 金平修一

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

コ エゾゼミ
カ メ ムシ目セミ 科

Au ritib ice n  b ih am atu s （ M o tsch u lsky, 1861）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 寄主植物のサイ カ チの生育地が県内では１ カ 所に限定さ れている た

め、 本種の生息地も 限定さ れている。

概　 　 要

　 体長2 .0 mm前後。 胸部は全体に黒い。 前翅には特徴的な黒い斑紋が

あり 、 翅脈上に黒い斑点がある。 額錐は短く 、 触角は短い。 ジャ ケツイ

バラ キジラ ミ に似ているが、小さ く 、前翅の斑紋が異なる。 サイ カ チ（ マ

メ 科） を寄主と し 、幼虫は葉の縁を曲げた虫えい（ 虫こ ぶ） を形成する。

新成虫は７ 月に出現する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種は寄主特異性が高いキジラ ミ で、 幼虫が成育でき る 寄主植物はサ

イ カ チのみである 。 県内の生息地は県中部のサイ カ チの生育地に限定さ

れている。

存続を脅かす原因

　 サイ カ チ生育地の縮小や消滅。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多・ 宮武頼夫・ 門脇久志（ 2 0 1 1 ） 島根県のキジラ ミ 相． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (1 4 ): 2 1 3 -2 5 0 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

サイ カ チマダラ キジラ ミ
カ メ ムシ目キジラ ミ 科

Eu p h a le ru s ro b in a e （ Sh in ji, 1938）

ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 砂地に生息する 地表性甲虫で 、 全国的に減少し て いる 。 県内で は

1 9 9 5 年の記録がある が、 現在では生息地がほと んど消失し ている 可能

性がある。

概　 　 要

　 体長5 .5 －6 .5 mm。 ハンミ ョ ウ科やオサムシ科に近縁な独立し た科と

し て扱われれる 場合と 、 オサムシ科の亜科と し て扱われる 場合がある。

体は円形で肢が長い。 海岸や砂丘、 内陸の砂地（ 自然堤防など） に生息

する。 成虫は灯火に飛来する。 国内では北海道、 本州、 四国、 九州、 国

外では朝鮮半島、 沿海州、 中国に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 1 9 6 4 年に雲南市大東町、 1 9 9 5 年に高津川で記録さ れている。 近年

の記録はまっ たく ない。

存続を脅かす原因

　 砂地環境の消失。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 2 0 ） ホシザキ野生生物研究所の島根県産ゴミ ムシ類標本について． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (2 6 ): 4 5 -5 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 森山正治

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ ワラ ゴミ ムシ
コ ウチュ ウ目オサムシ科

Om o ph ro n  aeq u a le  M oraw itz, 1863

ー
情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 塩性湿地に生息する種であり 、 本種の生息でき る環境が県内ではき わ

めて限定さ れている。日本海側での分布と いう 点においても 注目さ れる。

全国的な希少種でも ある。

概　 　 要

　 体長6 .5 mm前後。 背面はつやのある 黒色だが、 上翅の側方から 翅端

付近は茶褐色をし ている。 上翅の条溝は明瞭である。 塩田跡や海岸の埋

め立て 地など に形成し た潮性湿地に生息する。 夜行性で灯火に飛来す

る。 同属のド ウイ ロハマベゴミ ムシは同じ よう な環境に生息する種であ

るが、県内では確認さ れていない。 日本固有種で本州、四国に分布する。

中国地方では岡山県と 山口県で記録さ れ、 それぞれの県のレ ッ ド データ

ブッ ク に掲載さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島の干拓地の牧場に生息し ている。 同じ 場所で塩性湿地に生息

するオオツノ ハネカ ク シが確認さ れている。 島根県内で同様な環境はほ

と んどなく 、 生息地が限定さ れている 。 本土側でも 中海の埋め立て地や

沿岸部の河口周辺などで、 灯火による 調査を行えば、 生息を確認でき る

可能性はある。

存続を脅かす原因

　 塩性湿地の開発、 生息地の塩分条件の変化。 現状と し ては生息地の湿

地は放牧地と し て管理さ れ、 状況は安定し ている。 希少種が生息する塩

性湿地と し ての価値が認めら れれば、 本種の保全に繋がる こ と が期待さ

れる。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 3 ） 島根県の海岸性甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (9 ): 1 -9 8 .
島田　 孝（ 2 0 0 6 ） 隠岐島後の重栖川河口の地表性甲虫（ 1 ） ハマベゴミ ムシ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 9 ） : 1 2 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 島田孝

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ハマベゴミ ムシ
コ ウチュ ウ目オサムシ科

Po gon u s ja p o n icu s  Pu tzeys, 1875

ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 かつて 県内で は隠岐諸島も 含めて 全県域で 記録があっ た。 し かし 、

2 0 1 0 年以降、 急速に減少し ており 、 絶滅が危惧さ れる 状況になっ てい

る。

概　 　 要

　 体長4 －5 mm前後。 成虫の体は円形で厚みがある。 頭部と 前胸は赤

褐色で、 黒斑がある。 上翅は橙色で黒斑がある。 幼虫は頭部に長い突起

があり 、 カ イ ミ ジンコ 類を捕食する。 ため池や水田、 休耕田など、 植生

があり 、 やや富栄養な止水域に生息する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種は隠岐諸島や本土側に広く 分布し ていたが、 2 0 1 0 年頃を 境に急

速に減少し 、 局地的な分布を示すよう になっ た。 ため池や休耕田などで

まれにみら れる。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、池沼の開発改修、移入生物（ 外来魚など） の侵入・

繁殖。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） ケシゲン ゴロ ウ幼虫の飼育観察． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (2 3 ): 5 1 -5 9 .
H a y a sh i, M . a nd  S. Ohba  (2 0 1 8 ) Mou th  mo rpho log y  o f th e  d iv in g  b ee tle  H y phy d ru s  ja p on ic u s (Dy tisc id a e : H y d ropo rin a e ) is  sp ec ia lize d  fo r  p red a tion  on  seed  
sh r imps . B io lo g ic a l J ou rna l o f th e  L in nea n  Soc ie ty , 1 2 5 : 3 1 5 -3 2 0 .
川野敬介（ 2 0 0 5 ） 島根県東部の止水性水生昆虫の分布記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 8 ） :7 7 -9 7 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ケシゲンゴロウ
コ ウチュ ウ目ゲンゴロウ科

H yp hyd ru s ja p o n icu s  Sh arp , 1873

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 も と も と 個体数が少ない種であるう えに、 水田・ 池沼の減少と 護岸工

事などの開発行為などにより 生息地が一段と 局所化し 、 種の絶滅が危ぶ

まれている。

概　 　 要

　 体長4 .3 ～5 .0 mm、 体型は短卵形を呈する。 背面は暗黄赤褐色で光沢

を帯び、全体的に暗色部が発達するため黒みがかっ た外観を示す。 触角・

口器・ 肢は黄赤褐色である。 前胸背板前縁が黒色に縁取ら れる点が重要

な識別形質であり 、 こ の特徴によ り 同属のケシゲンゴロウと 明確に区別

さ れる。 日本固有種と し て本州・ 四国・ 九州に分布する。 平野部から 丘

陵部にかけての池沼・ 放棄水田・ 湿地と いっ た止水域を 生息環境と し 、

水生植物の繁茂し た浅く 薄暗い水域を 選好する。 成虫は5 ～1 1 月に出

現が記録さ れ、 幼虫は芋虫状で、 比較的水深のある 場所でも 生活する。

また、 成虫態で越冬するこ と が知ら れている。

　 全国的に産地は局所的で個体群規模も 小さ く 、 環境省レ ッ ド リ スト

（ 2 0 2 0 ） において絶滅危惧Ⅱ類（ VU ） に選定さ れており 、 複数の都道

府県で絶滅危惧種に指定さ れている 。 また、 本種は比較的水温の低い環

境を好む傾向があるため、 近年の気候の温暖化に伴う 水温上昇も 本種の

減少に拍車をかけていると 思われる 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内ではも と も と 生息地が限ら れており 、 報告数も 多く ない。 また、

生息地での個体数も 多く ない。 近年、 大規模開発事業の推進により 本種

の生息適地が連続的に消失し 、 残存個体群の孤立が顕著である。 種の存

続には、 水辺環境のモザイ ク 構造の維持、 化学物質負荷の低減、 侵略的

外来種の排除など、 生息可能環境の回復と 拡大が急務と なっ ている。

存続を脅かす原因

　 池沼・ 湿地の埋立や開墾。 ため池管理の放棄に伴う 植生遷移の進行。

護岸工事による水辺環境の均質化。圃場整備事業に伴う 水田構造の改変。

農薬類の流入によ る水質劣化。 外来魚類の侵入による幼虫・ 成虫への捕

食圧増大。

（ 執筆者： 小早川　 誠）

●参考文献

川野敬介・ 中野浩史・ 林　 成多・ 山内健生（ 2 0 0 6 ） 出雲市平田地域のため池生物調査（ 2 ） 止水性水生昆虫類の生息状況． ホシザキグリ ーン 財団研究報告， 9 ： 1 3 -3 7 ．
森　 正人・ 北山　 昭（ 2 0 0 2 ） 改訂版　 図説日本のゲン ゴロ ウ． 1 1 8 pp． 文一総合出版
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ） ネイ チャ ーガイ ド 日本の水生昆虫． 3 5 2 pp． 文一総合出版

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ メ ケシゲンゴロウ
コ ウチュ ウ目ゲンゴロウ科

H yp hyd ru s laeviven tris laeviven tris Sh arp ,1882

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 かつて 県内で は隠岐諸島も 含めて 全県域で 記録があっ た。 し かし 、

2 0 1 0 年以降、 急速に減少し ており 、 絶滅が危惧さ れる 状況になっ てい

る。

概　 　 要

　 体長4 －5 mm前後。 成虫の体は楕円形。 頭部と 前胸は淡緑色。 上翅

は淡緑色で不規則な黒色縦条がある 。 幼虫は緑色。 ため池や水田、 休耕

田など、 植生があり 、 やや富栄養な止水域に多く 生息するが、 貧栄養な

水域にも 生息する。 日本､ 朝鮮半島､ ロシア極東､ 中国に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種は隠岐諸島や本土側に広く 分布し ていたが、 2 0 1 0 年頃を 境に急

速に減少し 、 局地的な分布を示すよう になっ た。 ため池や休耕田などで

まれにみら れる。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、池沼の開発改修、移入生物（ 外来魚など） の侵入・

繁殖。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
川野敬介（ 2 0 0 5 ） 島根県東部の止水性水生昆虫の分布記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 8 ） :7 7 -9 7 ．
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ツブゲンゴロウ
コ ウチュ ウ目ゲンゴロウ科

Lacco p h ilu s d i f f ici l is Sh arp , 1873

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 生息地での河川改修と 水質悪化による影響を受けやすく 、 全国的に個

体数が減少傾向にある。 気候の温暖化に伴い、 特に西日本では絶滅が危

惧さ れる。

概　 　 要

　 体長6 .5 ー8 .0 mm程度。体形は長楕円形。前胸背側部に黄色帯を持ち、

上翅基部から 側部にかけて黄色帯を持つ点で近縁種のモンキマメ ゲンゴ

ロウと 識別さ れる。 国内では北海道、 本州、 四国、 九州に分布し 、 国外

では朝鮮半島、 中国に分布する。 河川の中流域から 下流域の流れの緩や

かな場所や淀み、石の下などに生息する。 また、幼虫も 流水域に生息し 、

肉食性を示す。 晩秋の低水温期に産卵・ 孵化し 、 冬から 早春にかけて幼

虫が成長する 特異な生活史を持つ。 本種は河川の中流域から 下流域に生

息する種であるこ と から 、河川改修や水質汚染による影響を受けやすく 、

生息地が減少し ている。 また、 冬季に繁殖活動を行う こ と から 、 気候の

温暖化による個体数の減少も 懸念さ れている。 特に西日本では多く の府

県で絶滅危惧種の上位カ テゴリ ーに分類さ れている。 環境省レ ッ ド リ ス

ト （ 2 0 2 0 ） では準絶滅危惧（ N T）、 複数の都道府県で絶滅危惧種に指

定さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内の平野部を 中心に生息が確認さ れているが、 分布に偏り がみら れ

る。 また、 県内での報告数も 多く ない。 本種の保全には、 流水域の淀み

と 良好な水質の維持、 護岸改修時の生息環境への配慮が必要である。

存続を脅かす原因

　 河川改修による 護岸工事等の開発行為と 、 生活排水流入による水質悪

化。 気候の温暖化。

（ 執筆者： 小早川　 誠）

●参考文献

小早川誠（ 2 0 2 3 ） 美郷町でキベリ マメ ゲン ゴロ ウを 確認． すかし ば， 7 0 ： 4 2 ．
森　 正人・ 北山　 昭（ 2 0 0 2 ） 改訂版　 図説日本のゲン ゴロ ウ． 1 1 8 pp． 文一総合出版
Ry o he i Ok a da ， Y v es  A la r ie ， M a r ia no  C . M ich a t（ 2 0 1 9 ） Desc r ip tion  o f th e  la rv a e  o f fo u r  J a p a ne se  P la ta m bu s  Tho m son , 1 8 5 9  (Co le op te ra : Dy tisc id a e :  
A g a b in a e ) w ith  p hy lo g ene tic  cons id e ra tion s． Oota x a ， 4 6 4 6  (3 )： 4 0 1 -4 3 3 ．
山田　 学（ 2 0 0 3 ） 島根県西部地域における 大型水生昆虫の採集記録． すかし ば， 5 1 ： 3 9 -4 8 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 小早川誠

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

キベリ マメ ゲンゴロウ
コ ウチュ ウ目ゲンゴロウ科　

Pla tam b u s f im b ria tu s  Sh arp ,1884　

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 かつて県内では隠岐諸島や三瓶山、 県東部など限ら れた場所で記録が

あっ た。 し かし 、 2 0 0 0 年以降、 本土側では全県的に確認例が増えてき

ており 、 今後の動向を注視する 必要がある。

概　 　 要

　 体長2 4 －2 9 mm前後。 大型種のゲン ゴロ ウと 同様、 前胸背板・ 上翅

に黄色の縁取り があり 、 腹面は全体に黒色。 水生植物の多いため池や水

路、 水田などの止水域をおも な生息地と し ている。 本亜種は東アジアか

ら 欧州まで分布する。 国内では、 本州、 四国、 九州、 南西諸島、 小笠原

に分布する。 本州では1 9 5 0 -1 9 9 0年代に一度絶滅し たと さ れる 地域も

ある。 2 0 0 0 年以降、 西日本では確認例が相次いで報告さ れており 、 状

況が変化し てき ている。 と り わけ日本海側での増加状況は顕著で、 石川

県においても 多数の成虫の確認や幼虫の繁殖が報告さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種はも と も と 県内では少なかっ たら し く 、 1 9 9 0 年代以前の記録は

わずかである 。 し かし 、 2 0 0 0 年以降、 県東部や隠岐諸島などで散発的

な記録が報告さ れるよう になり 、 繁殖も 確認さ れている。 近年では沿岸

部を 中心に、 秋に多数の個体が出現するよ う になっ た。 2 0 2 4 年には県

内で幼虫も 確認さ れており 、 以前より 県内で繁殖し ていたこ と は確実で

ある。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、池沼の開発改修、移入生物（ 外来魚など） の侵入・

繁殖。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
小早川誠・ 永田正人（ 2 0 0 6 ） 島根県内にてコ ガタ ノ ゲン ゴロ ウを 採集． すかし ば,（ 5 4 ） :3 0 -3 1 .
W a ta n a b e , K ., T . Su m ik a w a , H . Fu k u to m i, Y .  N is h ij im a  a n d  M . H ir o n a k a  (2 0 2 3 ) Cu r re n t s ta tu s  o f th e  n o r th e rn  p o p u la tio n  o f th e  d iv in g  b e e tle  C y b is te r  
tr ip u n c ta tu s  la te ra l is  (Co leop te ra , Dy tisc id a e ) in  Ish ik a w a  P re fec tu re , J a p a n . E ly tra , N ew  Se rie s , 1 3  (2 ): 1 9 5 -2 0 2 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

コ ガタ ノ ゲンゴロウ
コ ウチュ ウ目ゲンゴロウ科

Cyb iste r trip u n cta tu s la te ra l is ( Fab riciu s, 1798)

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内の生息地は局地的である。 全国的にも 減少し ている。

概　 　 要

　 体長4 .6 －5 .2 mm。 成虫の体は幅が狭く 、後方に向かっ て急に狭まる。

背面は全体に黒色で強い金属光沢がある。 ため池などの水面を旋回し な

がら 遊泳する 。 本州、 四国、 九州、 朝鮮半島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部や西部のため池に生息し ているがまれである。 近年も 確認例は

あるが、 き わめて少ない。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 池沼の開発改修、 自然遷移。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
川野敬介（ 2 0 0 5 ） 島根県東部の止水性水生昆虫の分布記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 8 ） :7 7 -9 7 ．
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ メ ミ ズスマシ
コ ウチュ ウ目ミ ズスマシ科

Gyrin u s g estro i Reg im bart, 1883

ー
情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 県内の生息地は局地的である。 全国的にも 減少し ている。

概　 　 要

　 体長4 .9 －5 .6 mm前後。 成虫の体は幅が広く 、 後方に向かっ て緩やか

に狭まる。 背面は全体に黒色で強い金属光沢がある。 ため池などの水面

を旋回し ながら 遊泳する。 国内では北海道、 本州、 四国、 九州、 国外で

は千島、 サハリ ンに分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部や西部のため池に生息し ているがまれである。 近年の確認例が

ほと んど無い状況である。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 池沼の開発改修、 自然遷移。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

コ ミ ズスマシ
コ ウチュ ウ目ミ ズスマシ科

Gyrin u s cu rtu s M otschu lsky , 1866

ー
情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 かつて 県内で は隠岐諸島も 含めて 全県域で 記録があっ た。 し かし 、

2 0 1 0 年以降、 急速に減少し ており 、 絶滅が危惧さ れる 状況になっ てい

る。

概　 　 要

　 体長7 －1 2 mm前後。 成虫の体は楕円形で翅端にト ゲがある。 背面は

黒色で金属光沢が強く 、 黄色の縁取り がある。 ヒ シなどの浮葉植物が生

えるため池に生息する。 成虫は水面を旋回し ながら 遊泳し 、 浮葉など水

面近く の植物体の表面に産卵する。 幼虫は腹部に器官鰓があり 、 遊泳を

する。 成虫は水面に落下し た昆虫などを捕食し 、 幼虫は水中で水生昆虫

などを捕食する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種は隠岐諸島や本土側に広く 分布し ていたが、 2 0 1 0 年頃を 境に急

速に減少し 、 局地的な分布を示すよう になっ た。 ため池でまれにみら れ

る。

存続を脅かす原因

　 生息地の界面活性剤等による水質汚濁、池沼の開発改修、移入生物（ 外

来魚など） の侵入・ 繁殖。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
川野敬介（ 2 0 0 5 ） 島根県東部の止水性水生昆虫の分布記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 8 ） :7 7 -9 7 ．
Sug iu ra , S . a nd  M . H a y a sh i (2 0 2 4 ) De fenses  o f w h ir lig ig  b ee tle s a g a in st n a tiv e  a nd  in v a siv e  fro g s . P ee rJ , 1 2 :e 1 7 2 1 4

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オオミ ズスマシ
コ ウチュ ウ目ミ ズスマシ科

D in eu tu s o rien ta l is  ( M odeer, 1780)

ー ー
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選定理由

　 隠岐（ 知夫里島） で発見さ れ記載さ れたハネカ ク シの微小種で、 その

後、 鳥取市で採集さ れたが、 分布が限定さ れている。

概　 　 要

　 別名オキセスジチビハネカ ク シ。 体長1 .6 －2 .0 mm前後の微小種。 全

体が黄褐色から 褐色で光沢がない。 チビセスジハネカ ク シ属は、 ハネカ

ク シ科の中でも 微少・ 扁平な特異な体型のグループで、 国内では8 種が

いる。 本種は， 1 9 8 3 年に隠岐（ 知夫里島） で初めて採集さ れ、 既知の

６ 種と は頭部、 上翅、 腹部の構造やオスの交尾器の形態が大き く 異なる

こ と から 新種記載さ れた。 本種は、 1 9 9 1 年に鳥取市でも 採集さ れてお

り 、 県内の本土側で発見さ れる可能性がある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種は、 県内では 知夫里島が唯一の既知産地である。 林床下の腐葉

土層に生息する微小種であるため発見し 難く 、 特殊な採集法による調査

が必要である。 隠岐諸島でも 知夫里島以外では発見さ れていないが、 県

内の社寺林など生息の可能性がある場所での調査が必要である。

存続を脅かす原因

　 生態等が明ら かでなく 不明であるが、 自然度の高い森林、 社寺林など

の消失。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

柴田泰利・ 丸山宗利・ 保科英人・ 岸本年郎・ 直海俊一郎・ 野村周平・ Vo lk e r P u th z・ 島田　 孝・ 渡辺泰明・ 山本周平（ 2 0 1 3 ） 日本産ハネカ ク シ科総目録（ 昆虫綱： 甲虫目）． 九
州大学総合研究博物館研究報告, (1 1 ): 6 9 -2 1 8 .
W a ta na be , Y . (1 9 9 0 ) A  new  M ic ro p e p lu s  (Co leop te ra , Sta phy lin id a e ) from  the  Is la nd s  o f Ok i, W est J a p a n . P roc . J a p a n . Soc . Sy st. ZooL, (4 2 ): 3 7 -4 1 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オキチビハネカ ク シ
コ ウチュ ウ目ハネカ ク シ科

M icro p ep lu s o k ien sis  Watan ab e, 1990

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 塩性湿地に生息する種であり 、 本種の生息でき る環境が県内ではき わ

めて限定さ れている。日本海側での分布と いう 点においても 注目さ れる。

概　 　 要

　 体長6 .2 －7 .3 mm。 雄の頭部に２ 本の突起があるほか、 前胸背板に１

本の長い角状突起がある。 雌にはこ の突起がない。 塩田跡や海岸の埋め

立て地など に形成し た潮性湿地に生息する。 夜行性で灯火に飛来する。

塩田に無数の穴を掘るこ と から 、 かつては害虫と さ れていた。 日本固有

種で本州、 四国に分布する。 中国地方では岡山県と 山口県で記録さ れ、

それぞれの県のレ ッ ド データ ブッ ク に掲載さ れている 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島の干拓地の牧場に生息し ている。 同じ 場所で塩性湿地に生息

するハマベゴミ ムシが確認さ れている 。 島根県内で同様な環境はほと ん

ど無く 、 生息地が限定さ れている。 本土側でも 中海の埋め立て地や沿岸

部の河口周辺などで、 灯火による調査を 行えば、 生息を確認でき る可能

性はある。

存続を脅かす原因

　 塩性湿地の開発、 生息地の塩分条件の変化。 現状と し ては生息地の湿

地は放牧地と し て管理さ れ、 状況は安定し ている。 希少種が生息する塩

性湿地と し ての価値が認めら れれば、 本種の保全に繋がる こ と が期待さ

れる。

（ 執筆者： 林　 成多）
●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 3 ） 島根県の海岸性甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (9 ): 1 -9 8 .
島田　 孝（ 2 0 0 6 ） 隠岐島後の重栖川河口の地表性甲虫(2 ) オオツ ノ ハネカ ク シ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (9 ): 1 4 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

情報不足(D D )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オオツノ ハネカ ク シ
コ ウチュ ウ目ハネカ ク シ科

Bled iu s sa lsu s M iya take, 1963

ー
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選定理由

　 分布がき わめて局地的で、 生息環境が開発や大雨の影響を受けやすい

ため。

概　 　 要

　 体長1 .2 ー1 .4 mm。 成虫は前胸と 上翅基部の境界が顕著に狭まる瓢箪

型の体型であり 、 褐色の背面に光沢を有する。 河川の流水中に露出し た

ダンチク やツルヨ シの根の間隙に生息する。 本種は2 0 2 0 年に大分県で

採集さ れた個体から 記載さ れた。 P od o n y c h u s 属はこ れまでにイ ン ド

ネシアのシベルト 島に分布するP . sa g itta r iu s のみが知ら れ、 隔離分布

するこ と から 生物地理学的に興味深い種である。 詳し い生態は不明。 国

内では本州、 九州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部およ び西部の河川下流域から 中流域にかけて局所的に分布し、

砂質や砂礫質の河岸に生えるダンチク やツルヨ シの根の間隙から 確認さ

れている。

存続を脅かす原因

　 本種の既知産地が限ら れるこ と に加え、 生息する河川中・ 下流域は不

安定な環境である ため、 人為開発や大雨の影響により 急速な生息地の減

少・ 消失が懸念さ れる。

（ 執筆者： 森本　 涼介）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改訂　 島根県の水生甲虫（ 2 ）． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号，（ 2 8 ）： 1 -7 6 .
石山侑樹・ 林　 成多・ 森本涼介（ 2 0 2 0 ） ヒ ョ ウタ ン ヒ メ ド ロ ムシ（ コ ウチュ ウ目， ヒ メ ド ロ ムシ科） の本州本土から の新分布記録． 昆蟲（ ニュ ーシリ ーズ）， 2 3 （ 3 ）： 9 7 -9 8 .
森本涼介・ 外山祐紀（ 2 0 2 2 ） 島根県における ヒ ョ ウタ ン ヒ メ ド ロ ムシの追加記録． ホシザキグリ ーン財団研究報告，（ 2 5 ）： 1 1 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 森本涼介

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ ョ ウタ ンヒ メ ド ロムシ
コ ウチュ ウ目ヒ メ ド ロムシ科

Po do n ych u s g yo b u  Yo sh itom i &  H ayash i, 2020　

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 2 0 0 9 年に新種と し て記載さ れた後も 、 既知の分布は島根県の一部に

限ら れており 、 生息密度も 低い。

概　 　 要

　 体長8 －1 1 mm。 体色は全身暗褐色。 オス、 メ スと も に翅があり 、 飛

ぶこ と ができ る。 成虫は飼育下では6 ～7 月に出現する。 本種は、 地中

に営巣するエサキムカ シハナバチに労働寄生するこ と が知ら れ、 エサキ

ムカ シハナバチの巣内から ク ロゲン セイ の擬蛹が得ら れている。 本種は

島根県で発見さ れた個体を も と に2 0 0 9 年に新種記載さ れた。 こ れまで

のと こ ろ 島根県内の一部でし か生息が確認さ れておら ず、 確認例も 少な

い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中西部の山地にあるエサキムカ シハナバチの営巣地で確認さ れてい

る。

存続を脅かす原因

　 寄主と なるエサキムカ シハナバチの営巣地のある露頭の改変。

（ 執筆者： 皆木　 宏明）

●参考文献

Ooha ta .J  , M in a g i.K  a nd  Ma e ta .Y（ 2 0 1 0 ） Some  B ionom ic a l N o te s on  N ew ly  D iscov e red  B lis te r Bee tle ,Steno ria  ooh a ta i M o rimo to  e t Ma e ta  from  J a pa n（ Co leop
te ra ,M e lo id a e ,N imog na th in a e） .Bu lle tin  o f th e  Sh ima ne  N a tu re  Museum  o f M t.Sa nbe .N o .8 ： 1 3 -1 5 .
大畑純二・ 皆木宏明（ 2 0 1 1 ） ク ロ ゲンセイ の採集と 生態等について． 島根県立三瓶自然館研究報告N o .9 .9 9 -1 0 1 .
大畑純二： 皆木宏明（ 2 0 1 2 ） ク ロ ゲンセイ の分布と 生態に関する 若干の知見. 島根県立三瓶自然館研究報告N o .1 0 .1 9 -3 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 皆木宏明

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ク ロゲンセイ
コ ウチュ ウ目ツチハンミ ョ ウ科

Sten o ria  o o h ata i  M o rim o to  et M aeta 2009

ー
情報不足
（ DD）
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選定理由

　 湿地に生息する甲虫で、 県内における生息地は数カ 所のみが知ら れて

いる。

概　 　 要

　 体長6 .5 －7 .0 mm。 背面は黒色で青色を帯びた金属光沢がある。 肢は

長く 、 全体に黒色。 前胸背板は疎ら に点刻さ れる。 上翅間室は横シワが

あるが、 浅い。 成虫は５ ～６ 月に出現し 、 スゲ類に集まり 、 葉を摂食す

る。 生息環境は半日陰の湿地である。 国内では本州、国外ではロシア（ プ

リ モルスキー、 アムール）、 朝鮮半島、 中国東北部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の湿地に生息し ている。 生息地は複数が知ら れているが、 小規

模な湿地も 含まれている。

存続を脅かす原因

　 湿地の自然遷移。 林道等の開発。 本種の主要な生息地は、 保全地域に

含まれていない。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

H a y a h i ,  M . (2 0 2 0 ) R e v is io n  o f  e x ta n t a n d  fo s s i l  D o n a c i in a e  (Co le o p te r a :  C h r y s o m e l id a e ) o f  J a p a n . J a p a n e s e  J o u r n a l o f  Sy s te m a tic  E n to m o lo g y , 
Supp lemen ta ry  Se rie s , (2 ): 6 1 -1 5 9 .
野津幸夫・ 中野一成（ 2 0 1 7 ） ク ロ ガネネク イ ハムシを 島根県奥出雲町で採集． すかし ば, (6 4 ): 4 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ク ロガネネク イ ハムシ
コ ウチュ ウ目ハムシ科

Don acia  f lem o la  Goecke, 1944

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 湿地に生息する甲虫で、 県内における生息地は数カ 所のみが知ら れて

いる。

概　 　 要

　 体長5 .0 －6 .5 mm。 背面は銅色または青色で金属光沢がある。 肢は短

く 、 腿節の基部は赤褐色。 前胸背板は粗く 点刻さ れる 。 上翅間室は密な

横シワがある が、 浅い。 陰茎先端部のく びれは浅く 、 先端に小さ な突起

がある。 骨片の中央突起は太短く 、 下方に向かっ て曲がる。 カ ツラ ネク

イ ハムシに似ているが、 本種の複眼が小さ いこ と で区別でき る。 成虫は

５ ～６ 月に出現し 、 スゲ類に訪花する。 生息環境は一般には日当たり の

良い湿地である。 日本固有種で本州と 佐渡に分布する 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部と 西部の湿地に生息し ている 。 今後、 中国山地の小規模な湿地

において生息が確認さ れる可能性はあるが、 島根県側の地形は一般に急

峻であり 、 広島県側と 比べると 湿地そのも のが少ない。

存続を脅かす原因

　 湿地の自然遷移。 林道等の開発。 県東部の湿地は保全さ れており 、 生

息環境と し ては安定し た状態にある。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 0 6 ） 飯南町赤名のツ ヤネク イ ハムシと ババスゲヒ メ ゾウムシ． すかし ば,（ 5 4 ） : 6 5 ．
H a y a h i ,  M . (2 0 2 0 ) R e v is io n  o f  e x ta n t a n d  fo s s i l  D o n a c i in a e  (Co le o p te r a :  C h r y s o m e l id a e ) o f  J a p a n . J a p a n e s e  J o u r n a l o f  Sy s te m a tic  E n to m o lo g y , 
Supp lemen ta ry  Se rie s , (2 ): 6 1 -1 5 9 .
林　 成多（ 2 0 1 2 ）「 月刊むし ・ 昆虫図説シリ ーズ2 　 日本のネク イ ハムシ」 9 4 pp . むし 社， 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ツヤネク イ ハムシ
コ ウチュ ウ目ハムシ科

Don acia  n itid io r （ N akan e, 1963）

ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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滅  
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選定理由

　 国内では、 採集個体数がき わめて少ない　 寄生性種である。

概　 　 要

　 体長はメ スが1 3 －1 6 mm、 オスが1 3 －1 7 mm。 メ バエ類のなかでは

大型の美麗種である。 雌雄は外形が酷似し 、 頭部は赤褐色、 胸・ 腹部は

灰色を呈し ている。 メ バエ類はすべて寄生性で、 寄主と し て有剣類のハ

ナバチ上科を 中心に、 スズメ バチ上科、 アナバチ科、 ベッ コ ウバチ上科

が知ら れている。 発達し た口吻をも ち、 顕著な訪花性を も つ。 生態がわ

かっ ているほかの種では、 メ バエ類は寄主のハチに抱き つき その腹部の

背板間に産卵管を挿入し て産卵すると いう 。 ふ化し た幼虫は、 最初は寄

主の血リ ンパを体表から 吸収する が、 発育につれて寄主の腹部内臓を食

べ尽く し て、 こ こ に囲蛹を形成する 。 寄主は砂丘地に多産するツチバチ

類ら し く 、 ハマグルマやハマゴウの花上での待ち伏せと 、 寄主成虫の追

撃がし ばし ば観察さ れている。 最近の大社砂丘における 生態調査による

と 、 活動期間は7 月上旬から 8 月中旬で、 寄主と 推測さ れる ツ チバチ類

の活動期と よく 符合し た。 越冬は、 土中で死亡し た寄主腹部内で囲蛹態

で行う と 考えら れる 。 性比は、 ややオスに傾斜し ている。 国内では、 本

州・ 九州から 分布が記録さ れている。 国外では、 熱帯アフ リ カ ・ 東南ア

ジア・ 中国にも 広く 分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 松江市、 出雲市の大社砂丘のほか、 江の川（ 江津市） と 高津川（ 益田

市） の河川敷でも 採集さ れている。

存続を脅かす原因

　 海浜固有の生態系の破壊。

特記事項

　 A rc h ic o n op s  e ry th ro c e p h a lu s （ Fa b ric iu s） と は別種であるこ と

が最近判明し た。

（ 執筆者： 前田　 泰生）

●参考文献

前田泰生（ 2 0 0 6 ） 島根県産のメ バエ類採集記録. すかし ば, (5 4 ): 1 -6 .
前田泰生（ 2 0 1 2 ） 島根県産メ バエ類の採集記録補遺. すかし ば, (5 9 ): 1 -2 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 前田泰生

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オオズグロメ バエ
ハエ目メ バエ科

Arch ico n o p s n ip o n en sis （ Vo llen h oven , 1863）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生息地がき わめて限定さ れ、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 開張4 8 ー5 9 mm。 前翅はキシタ バ類に多い樹皮模様で 、 灰青色を 帯

びる。 中央から 翅頂部にかけては、 前縁に接し て、 広い暗色部がある 。

成虫は7 月から 8 月にかけて見ら れ、 灯火や樹液に飛来する。 また、 果

樹にも やっ てく ると いう 。 幼虫の寄主植物はカ マツ カ が知ら れる。 本州

および四国に分布するが、局地的で、国内に産する キシタ バ類のなかで、

姿を見るのがも っ と も 困難な種と いわれている。 国外では中国に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 島根半島西部および県西部のやや海より の地域での古い採集例がある

だけで、 記録も 途絶えている。 生息地域が海寄り の地域のみと も 思われ

ない。 引き 続き ていねいな調査を続け、生息実態を把握する 必要がある。

存続を脅かす原因

　 雑木林を含む良好な林の消失。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

●参考文献

門脇久志・ 淀江賢一郎・ 大島　 弘（ 1 9 9 2 ） 島根県で採集さ れた蛾類目録.すかし ば,(3 7 /3 8 ):1 -4 4 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大生唯統

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ バフ キシタ バ
チョ ウ目ヤガ科

Cato ca la  m iri f ica  Bu tler, 1877

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 生息地が減り 個体数も 減少し ている。

概　 　 要

　 翅長1 5 －1 6 mm 。 翅の裏面にはみごと な銀線がある 特異な模様で近

似種はいない。 北海道から 九州まで広く 分布するが、 どこ でも 個体数の

減少傾向が見ら れる。 本種は食草のススキ・ オギがある明るい草地が生

息地になっ ているが、 ク ズ、 カ ナムグラ のよう な繁殖力の強い植物が入

り 被い尽く すと 姿を消す。 ５ 月と ７ ～８ 月の年２ 回発生し 、 草上を弱々

し く 飛び続け、 葉に止まっ たり 花で吸蜜し たり する。 また湿っ たと こ ろ

では吸水も し 、 時には集団にも なる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部では斐伊川、 西部では浜田市（ 旧三隅町）、 高津川など数カ 所

が産地と し て知ら れている。 開発などで産地が破壊さ れ絶滅し ていると

こ ろ も ある。 遷移の進行など残さ れた産地も 環境が悪く なっ ている。 米

子市では高速道路のり 面で発生し ていると こ ろ があり 、 県内でも そう い

う 可能性はある。

存続を脅かす原因

　 手入れ不足によ る草地の荒廃。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

石本信博・ 佐々木保（ 1 9 7 9 ） 浜田市で採集し たギン イ チモン ジセセリ と ク ロ ヒ カ ゲモド キ． すかし ば,（ 1 2 ）： 3 0 ．
松田　 賢・ 中村慎吾（ 1 9 9 9 ） 高津川の昆虫相． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (3 ): 5 7 -1 1 9 .
岡　 義人（ 1 9 7 9 ） 三隅町でギン イ チモン ジセセリ を 採集． すかし ば,（ 1 2 ）： 3 7 ．
山本正志（ 2 0 0 5 ） 江津市の海岸でギンイ チモン ジセセリ を 採集． すかし ば,（ 5 3 ）： 2 5 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ギンイ チモンジセセリ
チョ ウ目セセリ チョ ウ科

Lep ta l in a  u n ico lo r （ Brem er et Grey, 1835）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 局所的で個体数も 減少傾向である。

概　 　 要

　 翅長1 4 mm前後。 地色は赤橙色、翅脈が黒い線状になり その名がある。

オスは斜状性標があるが、 メ スはヘリ グロチャ バネセセリ に酷似し 識別

が困難。 ７ ～８ 月に発生、 渓谷沿いの林縁の明るい草地をゆるやかに飛

び、 訪花や吸水をする。 葉に止まると き は前翅を立て、 後翅を開く セセ

リ チョ ウ独特の姿勢をと る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では島根半島、 船通山、 立久恵峡、 江の川流域などで確認さ れて

いるが少ない。 奥出雲町（ 旧仁多町） 呑谷は、 年によっ て多産するこ と

も ある が、 2 0 1 3 年は伐採後の山道が放置さ れて荒れて減少し ていた。

近似種ヘリ グロチャ バネセセリ が崖地の草付き に生息する のに対し 、 本

種は谷沿いの林縁草地に多く 、 すみ分けをし ている。

存続を脅かす原因

　 生息地の開発改修、 自然遷移。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

坂田国嗣（ 1 9 9 7 ） 仁多町にてスジグロチャ バネセセリ 多数確認． すかし ば,（ 4 5 ）： 5 8 ．
淀江賢一郎（ 2 0 2 1 ） 飯南町志津見でスジグロ チャ バネセセリ を採集． すかし ば, (6 8 ): 3 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

スジグロチャ バネセセリ
チョ ウ目セセリ チョ ウ科

Thym e licu s leo n in u s （ Bu tler, 1878）

情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 1 9 9 0 年代より 県内全域で減少傾向が見ら れる。 普通種と 思われてい

たが、 全国的にも 減少傾向にある と いう 。

概　 　 要

　 翅長2 2 －2 3 mm 。 翅裏面の白斑がジグザグに並ぶ所で近似種と 識別

でき る。 飛翔は敏速で、 ノ アザミ 、 オカ ト ラ ノ オなどの花を訪れ、 と き

には吸水も する。 年２ 回の発生で、 ササ原や雑木林周辺の林縁草地がお

も な生息地になるが、 河川敷でも 見ら れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 平地から 山地まで、 林縁のイ ネ科植物の生える草地やササ草原に広く

生息するが、 密度は低い。 近年、 多産し ていた東部でも 著し く 減少し て

いる。 し かし 、 普通種と 思われていたために昔の記録が乏し く 、 定量的

な比較が困難であり 、 今後のデータ 集積が必要である。

存続を脅かす原因

　 開発や、 遷移の進行、 林縁の手入れ不足による荒廃など。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

淀江賢一郎・ 坂田国嗣・ 藤原泰樹・ 山本正志（ 2 0 0 6 ） 島根県の蝶類－島根県には何種類の蝶類がいる のか？「 新島根の生物」： 2 1 9 -2 4 5 .日本生物教育会島根大会実行委員会．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大江基博

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オオチャ バネセセリ
チョ ウ目セセリ チョ ウ科

Po ly trem is p e l lu cid a （ M u rray , 1875）

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 産地・ 個体数と も 著し い減少傾向が見ら れる。  

概　 　 要

　 翅長1 6 －2 1 mm。 本州（ 隠岐諸島を含む）、 四国、 九州に分布。 チャ

バネセセリ の仲間は、 後翅裏面の白斑の並び方で種類を識別するが、 後

翅の中室に大き な白斑があるのは本種のみで識別は容易。 年２ 回、 ５ 月

ごろ と ７ ～８ 月に発生する。 山地樹林周辺の草地を 敏速に飛び回り 、 ノ

アザミ 、 ヒ メ ジョ オンなどの花に好んで吸蜜し 、 湿地で吸水も する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 以前は島根半島の山麓にも 多かっ たが、近年減少傾向にある。 隠岐（ 島

後） でも 最近の記録が少ない。 三瓶山では比較的まだ多く 見ら れる。 採

草地、 牧場などの広い草原では見ら れない。

存続を脅かす原因

　 雑木林周辺（ 林縁） の草地の荒廃。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

淀江賢一郎（ 1 9 8 8 ） 島根県加賀でミ ヤマチャ バネセセリ を 採集． すかし ば,（ 2 9 ）： 2 3 ．
淀江賢一郎（ 1 9 8 9 ） 松江市内のミ ヤマチャ バネセセリ ． すかし ば,（ 3 0 ）： 5 5 ．
淀江賢一郎（ 1 9 9 4 ） ミ ヤマチャ バネセセリ 解説と 写真．「 山陰のチョ ウたち 」 : 1 5 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ミ ヤマチャ バネセセリ
チョ ウ目セセリ チョ ウ科

Pe lo p id as jan so n is （ Bu tler, 1878）

情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

昆
虫
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足
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選定理由

　 県内広く 分布し ているが、 開発や環境の変化で個体数や生息地自体も

減少傾向にある。

概　 　 要

　 翅長2 9 －3 2 mm。 日本特産種。 年１ 回３ ～４ 月に発生する 。 成虫に

は顕著な陽光性があり 、 早朝から 日中にかけて樹影のある山頂部や尾根

筋、 伐採斜面などに集まっ て活動する。 こ の集合と 分散によっ て地域全

体の個体群が維持さ れると いう 側面がある。 卵はカ ンアオイ 類の新芽裏

面に1 0 個程度にかためて産みつけら れる 。 ミ ヤコ アオイ は浅い谷筋や

薄暗い林中に多いが、 産卵は林縁部のも のに集中する。 春は明るく 、 夏

は薄暗く なるよう な季節的推移のはっ き り し た林床が生息域と なる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種の生息にも っ と も 適し た環境は、 雑木の疎林と 藪や小川が混交す

る起伏に富んだ地形に適度に開けた空間、入り 組んだ山裾の里山である。

そのほかにも 食草カ ン アオイ 類さ え生育し ていればブナ、 カ シ、 スギ、

マツ、 タ ケなどさ まざまな林縁環境で局所的にみら れる。 食草はミ ヤコ

アオイ （ 松江市・ 安来市（ 旧伯太町）・ 出雲市、 江の川沿いなど）、 サン

ヨ ウアオイ （ 浜田市（ 旧三隅町））、 タ イ リ ンアオイ （ 津和野町（ 旧津和

野、 旧柿木村））。 それぞれの個体群が異なっ た分布成立要因をも つメ タ

個体群と 考えら れる。 いずれの地域においても 土地開発などにより 産地

が狭めら れつつある。 生息地の全体像は把握でき ておら ず、 新産地の発

見と その生息環境の実態を詳し く 知る こ と が急務である。 本種の記録が

なく ても 、 カ ン アオイ 類の生育する 土地の大規模な造成や伐採にあたっ

ては、生息の可能性が高いので事前の現地調査が必要である。 飯南町（ 旧

赤来町） 女亀山で県条例により 、 松江市星上山・ 大田市大江高山では市

条例によっ て採集が禁止さ れている。

存続を脅かす原因

　 大規模な土地開発、 雑木林の手入れ不足による荒廃。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

広江寅三（ 1 9 3 6 ）［ 島根県］ 能義郡赤屋村産鱗翅類． ユーグレ ナ, 4 (5 ): 4 3 -4 7 .
柳楽泰久（ 1 9 3 6 ） 分布三件． 昆虫界, 4 （ 2 3 ）： 6 9 ．
淀江賢一郎（ 1 9 7 9 ） 松江市近郊のギフ チョ ウ調査記録(1 )(2 )(3 )(4 )． すかし ば,（ 1 1 ）： 2 7 .（ 1 2 ）： 2 9 -3 0 ．（ 1 4 ）： 1 9 -2 0 ．（ 1 6 ）： 2 7 -2 8 ．
渡辺一雄（ 1 9 9 8 ） ギフ チョ ウの飛翔行動と 分布論－地形依存的集合・ 散開運動によ る 散逸の防止と 生殖． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 2 ）： 1 6 5 -2 2 3 ．
渡辺一雄・ 淀江賢一郎・ 難波通孝・ 山中捷二・ 後藤和夫（ 2 0 0 0 ） 中国地方における ギフ チョ ウー分布図およ び分布論． ホシザキグリ ーン財団研究報告,（ 4 ）： 2 2 5 -2 3 7 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ギフ チョ ウ
チョ ウ目アゲハチョ ウ科

Lu eh do rf ia  ja p o n ica  Leech , 1889

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 産地・ 個体数と も に減少し ている。

概　 　 要

　 翅長4 9 －7 0 mm。 黒いアゲハの中では、 翅の幅が狭く 尾状突起が長

い特徴があり 識別し やすい。 ５ 月、 ８ 月の２ 回発生。 低山地から 山地の

落葉樹の多い谷筋の開けた場所によく 現われ、 ゆる やかに飛翔し 、 アザ

ミ などの花で吸蜜し たり 地上で吸水し たり する。 も と も と アゲハの中で

は個体数の少ない種である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の県境付近の低山地でも よく 発生し ていたが、 山が伐採さ れ環

境が一変し 姿を消し たと こ ろ も ある。 本種の食草は一般にはコ ク サギと

さ れるが、 県内で確認さ れている食樹はシキミ 、 カ ラ スザンショ ウ。 松

江市八重垣神社周辺は普通に見ら れていたが、 こ こ 1 5 年ほど は確認で

き ていない。 隠岐（ 島後） では、 1 9 8 0 年代から 記録がない。

存続を脅かす原因

　 落葉広葉樹林の手入れ不足による荒廃と 思われる。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

淀江賢一郎・ 坂田国嗣・ 藤原泰樹・ 山本正志（ 2 0 0 6 ） 島根県の蝶類－島根県には何種類の蝶類がいる のか？「 新島根の生物」： 2 1 9 -2 4 5 .日本生物教育会島根大会実行委員会．
有田　 斉・ 多賀敏正（ 2 0 2 5 ） オナガアゲハ解説．「 日本列島弧の蝶2 」 :1 5 8 -1 6 4 . 昆虫文献六本脚．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オナガアゲハ
チョ ウ目アゲハチョ ウ科

Pap il io  m acilen tu s  Jan son , 1877

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 1 9 9 0 年代より 、 産地・ 個体数と も 減少傾向である。

概　 　 要

　 翅長3 0 －3 5 mm。 翅の先端が尖っ ている のが特徴。 ６ 月に発生し た

成虫はヒ メ ジョ オン、 オカ ト ラ ノ オなどの花で吸蜜する。 オスはよく 吸

水にく る。 また、 翅を閉じ たまま葉裏に止まる性質も ある。 盛夏時には

夏眠を し 、 1 0 月ごろ 再び現われてノ ハラ アザミ などで吸蜜し 、 そのま

ま越冬する。 翌年３ 月ごろ 暖かい晴天の日に現われてコ バノ ク ロウメ モ

ド キ類の枝先に産卵する が、 １ 本の木に３ ～4 0 個の卵を 見かける こ と

も ある。 越冬後の成虫は翅が痛んでいる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 匹見峡、 松江市忌部、 船通山、 呑谷、 三瓶山、 三井野原などの林縁で

見ら れる減少が著し く 近年はまれ。 また、 盛夏には高地のヒ ヨ ド リ バナ

に吸蜜に来ている こ と がある。

存続を脅かす原因

　 コ バノ ク ロウメ モド キを含む落葉樹林帯の伐採、 雑木林の荒廃。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

松野　 宏（ 2 0 0 7 ） スジボソ ヤマキチョ ウの地域変異と 中国地方個体群の特色． すかし ば, (5 5 ): 1 -5 .
三島昭一（ 1 9 9 5 ） 出雲市でスジボソ ヤマキチョ ウを 採集する ． すかし ば,（ 4 1 /4 2 ）： 1 3 ．
岡　 義人（ 2 0 1 8 ） スジボソ ヤマキチョ ウの秋季活動を 確認． すかし ば, (6 5 ): 2 8 .
淀江賢一郎（ 1 9 7 4 ） スジボソ ヤマキ［ チョ ウ］ の早い産卵． すかし ば, (2 ): 2 .
淀江賢一郎（ 1 9 7 8 ） 三瓶山の蝶類（ 1 ）． すかし ば,（ 1 0 ）： 3 7 -4 7 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

スジボソ ヤマキチョ ウ
チョ ウ目シロチョ ウ科

Go n ep teryx a sp a sia  n ip h o n ica  Bo llow , 1930

情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 生息地、 個体数と も 減少し ている。

概　 　 要

　 翅長1 8 m m前後。 渓谷沿いに見ら れる オニグルミ が食樹で、 他のゼ

フ ィ ルスより 少し 遅れ７ 月中旬ごろ 出現。昼間は葉陰で静止し ているが、

夕方になると 食樹の梢を飛翔する。 産卵は樹幹のシワ部分にするのを確

認し ているが、 多く は休眠芽近く の枝で見ら れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 オニグルミ は湿っ た土地を好み、水分が少ないと こ ろ では成木し ない。

そのため渓流沿いに繁殖するが、 三瓶山北の原での成木林は、 地下に水

分を多く 含んでいる特殊な環境であろ う 。 堰堤工事や林道改修などで伐

採さ れたり 、 遷移が進行し たり で、 各地と も 環境は決し て良いと はいえ

ず、現在では隠岐（ 島後）、奥出雲町などに散発的に見ら れる に過ぎない。

また隠岐（ 島後） 産は特異な個体群であり 特別な保全が必要である。

存続を脅かす原因

　 渓谷沿いの道路拡幅による食樹オニグルミ の混じ る落葉広葉樹林の伐

採。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

浅野　 隆・ 小椋英勇（ 2 0 0 0 ） 中国山地のオナガシジミ の変異． 蝶研フ ィ ールド , 7 （ 1 5 ）： 1 5 -1 9 ．
高坂　 寿（ 1 9 9 2 ） 西日本のオナガシジミ ． 蝶研フ ィ ールド , 7 （ 4 ）： 6 -1 2 ．
森川比呂志（ 1 9 7 7 ） 隠岐合宿報告［ ４ 月のチョ ウ］． Sa k a ie n s is , 1 4 (1 ): 4 -7 .
大田高校生物部（ 1 9 6 5 ） 三瓶山の蝶類． 三瓶研究総合誌第一集: 3 4 -4 0 .
山本正志（ 1 9 7 2 ）［ 島根県仁多郡］ 横田町における オナガシジミ の一産地について． Long ico rn , (3 ): 1 2 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オナガシジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Ara ra g i e n th e a （ Jan son , 1877）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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類
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滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

144144



選定理由

　 生息地、 個体数と も に減少し ている。

概　 　 要

　 翅長1 6 －1 8 mm 。 鳥取県大山のよ う な高標高地ではミ ズナラ 林で ６

月下旬ごろ から ７ 月中旬ごろ に発生するが、 県内の低山地では６ 月中旬

ごろ ナラ ガシワ林に発生する。 ウラ ジロミ ド リ シジミ 、 ヒ ロオビミ ド リ

シジミ のよう にナラ ガシワのある 程度まと まっ た林ばかり ではなく 、 低

山地の農道脇にポツリ と 点在する 木にも 少ないながら 見ら れる。 日中は

葉陰に静止し ているこ と が多く 、 目立ちにく い種ではある。 も と も と 少

なかっ た種に思えるが、 車の排ガスや遷移による影響も 考えら れ、 昔は

確認でき た所も 今では見ら れないと こ ろ が多い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 東部では2 0 0 2 年に低山地の農道脇の樹から 確認でき た所も ある が、

樹が大き く なり 枝が道路へ張り 出せば伐採さ れる恐れや、 遷移進行で生

息環境は決し て よ く な い。 雲南市（ 旧木次町）、 吉賀町（ 旧六日市町）

には毎年確認さ れていると こ ろ も 残さ れている。

存続を脅かす原因

　 食樹ナラ ガシワを含む雑木林の荒廃と 伐採。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

三島昭一（ 1 9 7 8 ） 出雲市の蝶類． すかし ば, (1 0 ):1 7 -2 1 .
中村泰士（ 1 9 7 5 ） 匹見町のミ ド リ シジミ 類-付・ 恐羅漢のウラ ジャ ノ メ について-． すかし ば,（ 4 ）： 3 -5 ．
岡　 義人（ 1 9 6 9 ） 出雲市のゼフ ィ ルスII． N ECY DALIS, 2 （ 4 ）： 1 -3 ．
岡　 義人（ 1 9 6 9 ） 出雲市産蝶類目録II． 自刊孔版． 8 pp．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ウスイ ロオナガシジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

An tig iu s b u tle ri （ Fen to n , 1882）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 生息地が限定さ れ個体数も 減少傾向。  

概　 　 要

　 翅長1 8 －2 0 mm。 食樹ハン ノ キ、 ヤマ ハン ノ キが自生する 湿地に、

６ 月下旬から ７ 月中旬ごろ 発生する。 北海道から 九州まで広く 分布し 、

平地から 山地まで見ら れるが、 山陰では山地性と なる。 オスの翅表は金

緑色、 メ スは黒褐色で、 A、 B、 AB、 Oと 呼ばれる４ 型の色斑が現れる。

発生地を離れるこ と なく 、 昼間は葉上で静止し ているこ と が多いが、 夕

方には活発に活動する。  

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東・ 西部の湿地帯に食樹が点在し 、 生息が確認さ れているが、 規模

は小さ い。 ハンノ キ林があっ ても 本種が見ら れない場所、 小川沿いの１

本の樹に発生し ていたがすでに姿を消し た場所も ある。

存続を脅かす原因

　 ハンノ キの生える湿地は埋め立てや遷移で不安定であり 、 現在の状況

から すると 、 今後長期間安定し た発生地は望めないよう にも 思われる。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

近木英哉（ 1 9 7 4 ） 島根県自然環境保全地域候補地学術調査報告書第1 集． 赤名湿地性植物群落．： 2 2 -2 3 .
三島昭一（ 1 9 9 0 ）［ 島根県］ 大田市周辺のミ ド リ シジミ 調査記録． すかし ば, (3 4 ): 1 8 .
中村泰士（ 1 9 7 5 ） 匹見町のミ ド リ シジミ 類-付・ 恐羅漢のウラ ジャ ノ メ について-． すかし ば,（ 4 ）： 3 -5 ．
淀江賢一郎・ 中井博喜・ 山本正志（ 1 9 7 6 ） 赤名湿原で得た蝶類． すかし ば, (6 ): 3 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 高野英明

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ミ ド リ シジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

N eo zep h yru s ja p o n icu s （ M u rray, 1875）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

昆
虫
類

絶
滅  
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生
絶
滅

絶
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惧
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類
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選定理由

　 ナラ ガシワに依存し ているため産地が限定さ れ、 個体数も 減少傾向で

ある。

概　 　 要

　 翅長2 2 －2 4 mm。 中国地方のみに生息する 。 低山地に見ら れる ナラ

ガシワに依存。 国外では朝鮮半島、 ロシア沿海州に分布し モンゴリ ナラ

に依存する。 ６ 月上旬から 下旬ごろ に発生するが、 ある程度古木が存在

する林に見ら れる。翅表が青緑色のミ ド リ シジミ 類の中では発生が早い。

オスは晴天の日、 朝1 0 時ごろ よ り 活動を 始め、 昼ごろ に一時活動が鈍

く なり 、 ２ 時ごろ から 再び活動する 。 追飛や卍飛翔など激し く 飛翔する

が、 メ スは不活発で葉上にいるこ と が多く 、 早朝には下草にも 降り てい

る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 ナラ ガシワは県内の低山地に広範囲に点在するがごく 小規模な林し か

ないため、 本種の生息密度は低く 生息地も 限ら れている。 益田市（ 旧匹

見町）、 吉賀町（ 旧六日市町）、 邑南町（ 旧瑞穂町）、 美郷町（ 旧邑智町）、

飯南町（ 旧頓原町）、 奥出雲町（ 旧横田町）、 飯南町（ 旧赤来町） などに

記録がある。

存続を脅かす原因

　 ナラ ガシワはまっ たく の雑木と し て扱われるため伐採さ れやすく 、 保

全が必要である。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

松野　 宏（ 1 9 7 2 ） 山口県産蝶類数種の記録． 山口県の自然, 3 （ 6 ）： 2 0 -2 2 ．
三島寿雄（ 1 9 7 0 ） 島根県東部のヒ ロ オビ ミ ド リ シジミ ． 昆虫と 自然, 5 （ 1 2 ）： 7 -8 ．
中村泰士（ 1 9 7 5 ） 匹見町のミ ド リ シジミ 類-付・ 恐羅漢のウラ ジャ ノ メ について-． すかし ば,（ 4 ）： 3 -5 ．
淀江賢一郎（ 1 9 8 6 ） 島根県東部のヒ ロオビ ミ ド リ シジミ 新産地． すかし ば,（ 2 5 ）： 1 6 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 山本正志

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ ロオビミ ド リ シジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Favon iu s la tif a scia tu s （ Sh irou zu  et Hayash i, 1959）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 1 9 9 0 年代より 、 産地・ 個体数と も 減少傾向である。

概　 　 要

　 翅長1 6 －1 8 mm。 山地性のチョ ウで、 年１ 回７ 月に現われ、 二次林

や落葉樹林周辺の明るい場所を 敏速に飛び回り 、 ヒ メ ジョ オンなどの花

を訪れる。 産卵は食樹ク ロウメ モド キ類の枝にし 、 卵で越冬する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 食樹は落葉樹林帯の中に見ら れ、 三瓶山、 益田市（ 旧匹見町）、 奥出

雲町（ 旧横田町）小八川、津和野町青野山などで記録がある 。 奥出雲町（ 旧

横田町） 三井野原も 良好な生息地であっ たが、 1 9 8 0 年代には林が伐採

さ れ、 さ ら にループ橋ができ てから は生息環境が大き く かわり 絶滅し た

と 思われる。 食樹が同じ であるスジボソ ヤマキチョ ウと も ども 減少が著

し いのは、 減少要因が同じ だろ う と 推測さ れる。

存続を脅かす原因

　 ク ロウメ モド キを含む落葉樹林帯の伐採、 荒廃。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

有田　 斉・ 前田善広（ 2 0 1 5 ） 珠玉の標本箱、 日本産蝶類標本写真及びデータ ベース．（ 1 0 ）． N RC出版．
小林一彦（ 1 9 5 7 ） 毛無山を 中心と し た島根広島県境の蝶類採集報告． 千鳥,（ 3 ）： 3 1 -4 2 ．
中村泰士（ 1 9 7 5 ） 匹見町のミ ド リ シジミ 類-付・ 恐羅漢のウラ ジャ ノ メ について-． すかし ば,（ 4 ）： 3 -5 ．
山本正志（ 1 9 7 2 ） ミ ヤマカ ラ スシジミ [島根県仁多郡]横田町に産する ． Lo ng ico rn , (3 ): 1 3 .
淀江賢一郎（ 1 9 7 8 ） 三瓶山の蝶類（ 1 ）． すかし ば,（ 1 0 ）： 3 7 -4 7 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ミ ヤマカ ラ スシジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Fixsen ia  m era （ Jan son , 1877）

情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 分布が限定さ れ、 個体数も 激減し てまれな種になっ てき た。

概　 　 要

　 翅長1 5 －1 9 mm。 後翅裏面の白色条がW 型になり 、 同属のミ ヤマカ

ラ スシジミ と 識別でき る。 北海道、 本州、 九州に分布する。 食樹のハル

ニレ がある落葉広葉樹林に見ら れる。 年１ 回６ 月に発生、 オスは夕方占

有行動をし 、 三瓶山などではウツギなどで吸蜜するのを 見るこ と ができ

る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では西部、 東部、 隠岐諸島で記録があるが、 開発などの伐採で絶

滅し ていると 思われると こ ろ も ある。 隠岐諸島は地理的変異をも つ独特

の個体群が確認さ れているが、 薬剤空中散布の影響を受け激減し た。 多

産し た三瓶山でも 牧場拡張などでハルニレ の大木が伐採さ れ大き な影響

を受け、個体数は減少し た。 近年、奥出雲町、雲南市でも 発見さ れている。

存続を脅かす原因

　 ハルニレ を含む落葉広葉樹林の伐採。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

青木英勝（ 1 9 6 3 ） 高津川周辺の蝶類分布． 高津川総合学術調査研究報告． 1 1 5 -1 1 7 .
和泉浩行（ 1 9 8 8 ）［ 島根県飯石郡］ 赤来町の蝶類． すかし ば, (2 9 ): 1 -5 .
門脇久志・ 淀江賢一郎（ 1 9 8 6 ） 隠岐の昆虫． 日本の生物, 2 (4 ): 4 3 -5 2 .
山本正志（ 1 9 7 4 ） カ ラ スシジミ を 採集． すかし ば,（ 1 ）： 5 ．（ し まね虫屋連盟）
淀江賢一郎（ 1 9 8 3 ）［ 島根県］ 三瓶山でカ ラ スシジミ を 採集． すかし ば,（ 1 9 ）： 4 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ ラ スシジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Fixsen ia  w -a lb u m  fen to n i （ Bu tler, 1882）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 分布は広いが極端に減少傾向にある。

概　 　 要

　 翅長3 0 －4 1 mm。 他のヒ ョ ウモン 類に先駆けて、 平地では５ 月中旬

ごろ より 出現する。 低山地から 山地まで広範囲に生息し ているが、 広い

草原ではなく は雑木林周辺、 谷筋にある明るい草地などで吸蜜し ている

のを見かける こ と が多い。 比較的ゆるやかに飛ぶが、 人には敏感で近づ

く と すぐ 飛び立つ。 やがて夏眠に入り 姿を消し 、 秋再び現われて活動し

産卵する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 里山域を中心にし て、 県内全域（ 隠岐諸島・ 島根半島含む） に低密度

で分布し ていたが、 近年は目撃するこ と さ え困難になっ てき た。 以前の

三瓶山では遊歩道沿いなどのウツギに集まるこ と が多かっ た。 不用意に

雑木林を伐採せず、 その林縁部を欠かさ ず手入れし ていく など、 里山環

境を保全し ていく こ と が望まし い。

存続を脅かす原因

　 雑木林周辺（ 林縁）の手入れ不足によ る荒廃。農薬の影響も 考えら れる。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

山本正志（ 2 0 0 6 ） 島根県中部地域（ 江の川流域） における ク モガタ ヒ ョ ウモン の採集・ 観察記録． すかし ば,（ 5 4 ）： 4 8 -4 9 .
淀江賢一郎・ 坂田国嗣・ 藤原泰樹・ 山本正志（ 2 0 0 6 ） 島根県の蝶類-島根県には何種類の蝶類がいるのか？「 新島根の生物」： 2 1 9 -2 4 5 .日本生物教育会島根大会実行委員会．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 佐藤るり 子

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ク モガタ ヒ ョ ウモン
チョ ウ目タ テハチョ ウ科

N eph a rg yn n is an ad yo m en e  e l la （ Brem er, 1864）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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類
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選定理由

　 近年個体数が減少し ている。

概　 　 要

　 翅長3 1 －3 7 mm。 古く は松江市内や郊外の社寺林にも 見ら れたが、

急速に姿を消し 、 現在では渓谷沿いにカ エデがある落葉広葉樹林にまれ

に見ら れる程度である。 し かし 、 発生にはカ エデ林は必要なく 、 １ 本の

大き な木があり 、 周囲の環境さ えよければ発生源になる。 年１ 回６ 月上

旬に発生、 樹冠を滑空するよう に飛翔、 よく 吸水のため地上に降り てく

る。 幼虫越冬するが、 カ エデの葉が落ちないよう に柄を枝と 糸で綴っ て

いるので冬季には目に付き やすい。

県内での生息地域・ 生息環境

　 三瓶山、 呑谷、 匹見峡、 大万木山などで確認さ れている が、 どこ も 必

ず見ら れる場所ではなく 、 カ エデのある渓谷でも ２ ～３ 年で幼虫さ えも

見ら れなく なるこ と がある。

存続を脅かす原因

　 カ エデの混じ る 自然度の高い落葉広葉樹林の伐採。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

小林一彦（ 1 9 5 8 ） ミ スジチョ ウと 市街地． 千鳥,（ 4 ）： 1 -3 ．
三島昭一（ 1 9 9 7 ） 江川水系でミ スジチョ ウを 観察する ． すかし ば,（ 4 5 ）： 1 2 ．
山本正志（ 1 9 7 8 ） 仁多郡内のミ スジチョ ウの記録． 昆虫と 自然, 1 3 （ 1 3 ）： 1 8 ．
淀江賢一郎・ 坂田国嗣・ 藤原泰樹・ 山本正志（ 2 0 0 6 ） 島根県の蝶類-島根県には何種類の蝶類がいるのか？「 新島根の生物」： 2 1 9 -2 4 5 .日本生物教育会島根大会実行委員会．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ミ スジチョ ウ
チョ ウ目タ テハチョ ウ科

N ep tis p h i ly ra  exce l len s  Bu tler, 1878

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 近年著し く 減少し ている。

概　 　 要

　 翅を 開く と 1 0 0 mmを 超すタ テハチョ ウ最大の大き さ で、 飛翔も 樹の

周り を滑空旋回し 力強く 勇壮。 オスの翅表には綺麗な紫色があり たいへ

ん美し く 、 国蝶にも 選ばれている 。 年１ 回６ 月下旬から ７ 月に発生、 オ

ス、 メ ス共にク ヌ ギなどの樹液に集まる。 幼虫はエノ キ、 エゾエノ キを

食し 、 落葉裏で越冬する。 農山村の生活習慣の変化から 里山が変貌し 雑

木林は著し く 荒廃が進んだ。 里山を代表するチョ ウ類が衰亡し ていく 様

相が本種の動向から 垣間見える。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内広く 低密度で確認さ れているが、 浜田市では開発、 安来市のよう

な自然林も 樹液の出る樹が枯れるなど環境悪化が進んでいる。 車の排ガ

スも 影響が大き いと 思われる。 多産し ていた三瓶山でも 少なく なっ てき

た。

存続を脅かす原因

　 幼虫の食樹エノ キ・ エゾエノ キ、 成虫の蜜源ク ヌ ギ・ アベマキを含む

自然度の高い雑木林の伐採、 手入れ不足、 放置による荒廃。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

中原正登（ 1 9 8 2 ） 旅伏山でのオオムラ サキ採集例． すかし ば,（ 1 6 ）： 4 ．
中村泰士（ 1 9 7 7 ） 島根県下のオオムラ サキ杉谷型． すかし ば,（ 7 ）： 3 9 ．
山本正志（ 2 0 0 6 ） 島根県中部地域（ 江の川流域） における オオムラ サキの採集・ 観察記録． すかし ば,（ 5 4 ）： 4 5 -4 6 .
吉田浩二（ 1 9 7 2 ） 横田のオオムラ サキ． Long ic o rn ,（ 2 ）： 4 -5 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オオムラ サキ
チョ ウ目タ テハチョ ウ科

Sa sakia  ch aro n d a （ Hew itson , 1863）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

昆
虫
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

148148



選定理由

　 生息地が局限さ れ、 個体数も 減少傾向である。

概　 　 要

　 翅長2 0 －2 3 mm。 年１ 回６ ～７ 月に出現、 翅裏面の眼状紋に特徴が

あり 、 地理的変異、 個体変異が知ら れる。 中部地方と 中国地方の山陰側

では高標高地の乾性草原に、 東海地方と 山陽地方では低標高地の湿性草

原に見ら れると いう 特異な分布を示す。 生息地では日あたり のよい草地

をゆるやかに飛翔し 、 オカ ト ラ ノ オなどの花を訪れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 雲月山と 三瓶山の２ カ 所の乾性草原に生息する。 雲月山では山頂近く

の草地に多く 見ら れたが激減し た。 三瓶山でも 減少が激し く 、 西の原、

北の原ではおそら く 絶滅し ており 、 東の原で見ら れるに過ぎず、 憂慮さ

れる事態になっ ている。 県内での幼虫の食草は知ら れていないが、 他県

の例から イ ネ科であるこ と は間違いない。

存続を脅かす原因

　 手入れ不足や過放牧による乾性草原の荒廃。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

広江寅三（ 1 9 3 1 ） 三瓶山採集行． ユーグレ ナ, 2 （ 3 ）： 1 7 -1 9 ．
小路嘉明（ 1 9 9 3 ） ヒ メ ヒ カ ゲ産地一覧． 蝶研サロン ,（ 7 4 ）： 1 6 -1 9 ．
山本直樹（ 1 9 9 5 ） 中国地方のヒ メ ヒ カ ゲ（ 上）． 蝶研フ ィ ールド , 1 0 （ 7 ）： 1 5 -2 0 ．
淀江賢一郎（ 1 9 9 4 ） 三瓶山の蝶類．「 三瓶山の昆虫相と その保全」： 7 7 -9 5 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ メ ヒ カ ゲ中部・ 近畿・ 中国地方亜種
チョ ウ目ジャ ノ メ チョ ウ科

Co en on ym ph a  o ed ip p u s a ro th iu s Okad a et Torii,1945

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 典型的な海浜性のカ リ バチで、 海浜の開発や破壊による海浜固有の生

態系の喪失で、 生息密度が激減し ている。 日本固有種。

概　 　 要

　 体長は雌雄間で 差がなく 、 1 8 mm前後の大型のカ リ バチである。 体

色は全体的に淡黄色で、 胸部は黒色、 腹部の各背板後縁には黒色の横縞

がある。 名前は、 顔面の縦中央部が突起し ているこ と に由来する。 海浜

では風による 砂の移動の少ない場所、 すなわち松が疎ら に生育する防風

林内や民家の庭先などの日当たり のよい場所を好んで集団営巣する。 育

房は、 緩やかに傾斜し て穿孔さ れた主坑 （深さ 約1 5 －2 0 mm） から 分

岐し た側坑に水平方向に連結さ れる 。 営巣地では、 オスがメ スを求めて

翅音高く 迅速にパト ロールを行う 。 幼虫餌と し て、 ハナアブ科をはじ め

と するさ まざまな分類群のハエ類の成虫を狩る。 卵は、 育房内で最初に

貯蔵し た獲物の腹面に産下さ れる。 ふ化し た幼虫は、 親バチの随時給食

で発育する。 閉鎖さ れた育房口は、 給餌のつど開閉が繰り 返さ れる。 年

1 化性で、 活動期間は6 月末から 8 月中旬までの1 .5 カ 月間である 。 越冬

は繭中で前蛹態で行う 。 国内での分布域は広く 、 北海道から 屋久島まで

及ぶ。 同胞種のタ イ ワンハナダカ バチ B em b ix  fo rm osa n a  B isho  ff が

台湾と 八重山諸島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 大社砂丘（ 出雲市）、生息環境は、大田市内の神社、三里ケ浜（ 益田市）。

いずれも 海浜かその近辺の砂地。

存続を脅かす原因

　 海浜固有の生態系の破壊。

特記事項

　 海浜と 類似し た環境であれば、 内陸でも 営巣が見ら れる   （京都銀閣

寺の境内がその例）。

（ 執筆者： 前田　 泰生）
●参考文献

林　 成多・ 片岡大輔・ 大谷隆起（ 2 0 2 3 ） 島根県雲南市木次町ふる さ と 尺の内公園隣接の裸地試験区における 昆虫類調査　 (2 0 1 2 年). ホシザキグリ ーン財団研究報告, (2 6 ): 6 5 -8 2 .
尾原和夫（ 2 0 2 3 ） ニッ ポン ハナダカ バチの新産地. すかし ば,  (7 0 ): 6 7 .
常木勝次（ 1 9 4 8 ） はなだか蜂研究記. 札幌講談社, 3 0 3  p p .　 札幌.
Tu n ek i. K . (1 9 5 6 , 1 9 5 7 , 1 9 5 8 ) E tho lo g ic a l s tu d ie s  on  B e m b ix  n ip p o n ic a  Sm ith , w ith  e mp ha s is on  the  p h y s io lo g ic a l a n a ly s is  o f b e ha v io r  in s id e  th e  ne st 
(H y menop te ra , Sphec id a e ). P a rts  I, II, III. The  M emor is o f th e  Fa cu lty  o f L ib e ra l A rts ,  Fu k u i U n iv e rs ity ., Se r ie s II. N a tu ra l Sc ie nce , (6 ): 7 7 -1 7 2 . 4  p ls .； (7 ): 
1 -1 1 5 ; (8 ): 1 -7 8 ,  4  p ls .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 中村唯史

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ニッ ポンハナダカ バチ
ハチ目アナバチ科

Bem b ix n ip p o n ica  F. Sm ith , 1873

絶滅危惧Ⅱ類
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絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 典型的な海浜性のハナバチで、 海浜の開発や破壊による海浜固有の生

態系の喪失で、 生息密度がき わめて低い。

概　 　 要

　 体長はメ スが1 6 －1 7 mm、 オスが1 5 －1 6 mm。 大型のハキリ バチで

ある。 胸・ 腹部の背面が橙黄色ないし 黄褐色の毛で覆われている。 希種

のため、 生態的知見がき わめて乏し い。 年1 化性で、 活動期間は夏から

初秋である。 最近の大社砂丘での調査によ ると 、 初見日はオスが7 月上

旬、 メ スが7 月下旬であっ た。 広食性である が、 花粉を 採集でき る花資

源は大型のマメ 科植物に限定さ れる。 海浜では、 ハマナタ マメ が主花資

源植物と 目さ れる。 山陰の海浜ではこ の植物の生育はまれで、 こ れが原

因で生息密度が極端に低いのかも 知れない。 営巣は砂地に穿孔し て行わ

れる ほか、 アナバチの1 種の放棄巣や野ネズミ の旧坑など も 利用する。

アナバチの1 種の細い旧坑を 利用し た巣では、 巣の構造は筒類営巣性の

ハキリ バチ類のそれと 類似し ている。 すなわち、 複数の育房が直列に連

続的に配置さ れる 。 また、 ほかのハキリ バチ類と 同様に、 育房のカ ッ プ

は卵形葉片で、 育房栓と 入口栓はいずれも 円形葉片で閉鎖さ れる。 越冬

態は前蛹である。 国内では、 西南日本と 関東地方においていずれも 少数

個体が採集さ れている。 最近、 温暖化の影響でか東北地方の仙台でも 生

息が報告さ れている。 国外では、 中国北東部と 韓国で分布が記録さ れて

いる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 大社砂丘（ 出雲市） のほか島根県内の数カ 所の砂丘、 内陸部でも 砂丘

地のよう な砂地がある木次町ふるさ と 尺の内公園で採集さ れている。

存続を脅かす原因

　 海浜固有の生態系の破壊。

特記事項

　 内陸でも 河川敷で営巣が見ら れる。 こ こ では、 ク ズが花資源植物と し

て利用さ れる。

（ 執筆者： 前田　 泰生）
●参考文献

郷右近勝夫・ 前田泰生（ 2 0 2 0 ） キバラ ハキリ バチの宮城県と 島根県から の採集記録. ホシザキグリ ーン財団研究報告, (2 3 ): 2 8 1 -2 8 2 .
岩田久二雄（ 1 9 4 1 ） 日本内地産葉切蜂六種の習性考察. 高津中学校編「 紀元2 6 0 0 年記念高津中学校記念論文集」 : 2 2 3 -2 4 8 .
林　 成多・ 片岡大輔・ 大谷隆起（ 2 0 2 3 ） 島根県雲南市木次町ふる さ と 尺の内公園隣接の裸地試験区における 昆虫類調査 (2 0 1 2 年). ホシザキグリ ーン財団研究報告, (2 6 ): 6 5 -8 2 .
前田泰生・ 北村憲二・ 松本圭司・ 宮永龍一（ 2 0 0 4 ） 海浜における 送粉生態系の保全に関する 研究. ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (7 ): 2 7 5 -3 0 3 .
宮永龍一・ 清水加那・ 井上く る み（ 2 0 2 2 ） 海浜性植物ハマゴウの訪花ハナバチ相と 周辺環境と の関係について. 中国昆虫, (3 5 ): 1 -9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 皆木宏明

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

キバラ ハキリ バチ
ハチ目ハキリ バチ科

M eg ach ile  xan th o th rix  Yasum atsu  et H irash im a , 1964

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 水生植物が豊かで砂地の河川中流域を中心に生息し ており 、 河川改修

等による環境変化や水質悪化に弱い。

概　 　 要

　 全長5 5 －6 3 mm。 ハグロ ト ン ボによ く 似る が、 成熟し たオスでは翅

が青藍色に輝き、 ま た腹部第9 、 1 0 節の腹面が白色で ある。 オス は縁

紋を持たないが、 メ スは翅に白色の偽縁紋を持つ。 羽化時期はハグロト

ン ボよ り 約１ カ 月早く 5 月中旬ご ろ から 始ま る。 最盛期は6 月で8 月上

旬まで見ら れる。 本種はメ スへの求愛行動が特異で、 オスは飛びながら

腹面末端の白色部を誇示し 、 と き に流水面に浮かんで流さ れるよう な行

動をと る。 産卵はメ ス単独で水中植物に行う が、 し ばし ば潜水産卵に移

行する。 朝鮮半島から 中国東北部、 東シベリ アに分布し 、 国内では本州

および九州の各地に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 流域の比較的大き な河川の中流域を 中心に広く 分布する が、 生息河川

はかなり 限定さ れる。 隠岐諸島では未記録。

存続を脅かす原因

　 生息地流域の開発等による水質悪化や、 河川改修等による 河川植生環

境の消失。

（ 執筆者： 北山　 拓）

●参考文献

北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, 2 2 , 1 -1 1 6 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .
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島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 北山拓

準絶滅危惧（ N T ）
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